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第1回鹿児島県理学療法士学術研修会2026  

～［臨床］×［知識］×［技術］～ クロススタディ開催において 

第1回鹿児島県理学療法士学術研修会 

大会長 平名 章二 

 

【クロススタディの意義】 

 

まずは会員の皆さん方に、普段から士会活動へのご理解とご協力を頂きましてありがとうございま

す。ご存じの通り当会は、我々理学療法士の学術研鑽とそれをもとに患者さんをはじめとした県民・市

民・国民にその「知識」と「技術」を還元することで健康・保健福祉に寄与する存在です。その範囲は

ますます拡大し県民が我々に要求する「知識」「技術」もより高度なものを求められてきています。また

様々な士会活動においても、しっかりとした「知識」「技術」が担保されている理学療法士が様々な場面

に派遣されて活躍することが行政や各団体にも求められています。このような社会要請の中で個々のス

キルアップの機会確保は当会の最重要で且つ喫緊のテーマでもあります。今般はこのような昨今の現状

を鑑み、より深化した「知識」と「技術」の向上と「臨床」での日々研鑽にて我々の理学療法士として

のマインド高揚を図るために、学術大会と双璧をなせる「学術研修会（クロススタディ）」を立ち上げま

した。 

 

準備にあたっては専門領域担当の神田理事と横山理事をはじめとした準備委員の皆さんに多忙な臨床

の傍らでご尽力を頂きました。この場を借りて深謝申し上げます。必ずやこの「第1回」が今後の当県

の学術教育活動の根幹となることと思います。 

 

今回のクロススタディでは県内の卓越したスキルを持つ講師陣が、自身の「臨床」経験と研鑽により

蓄積された「知識」により裏打ちされた「技術」を伝承してくれると思います。1日で複数のテーマを

またぎ技術習得できるという生涯学習をすすめる上でも絶好の機会でもあります。どうぞ会員諸氏の多

くの参加をお待ちしています。そして来年度以降にも続いていく本研修会の積み重ねの最初の土壌をと

もに醸成しましょう。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆参加者へのお知らせ 

1. 参加費 

県内会員：1,000円  

・ 申し込み期限：クレジットは９月４日まで 

       口座振替は８月１５日まで 

       現金振込は８月１６日まで 

※オンデマンド視聴の方の通信費は、各自負担となります 

※参加費の返金は対応できませんので、ご承知おきください。 

 

2. 参加申し込み 

・ 当日参加受付は致しませんので、お早めにお申し込みください。 

・ JPTAマイページからの申込みとなるため、申込締切後は一切手続きができませんので、ご了承ください。 

・ 日本理学療法士協会マイページから、現地参加（セミナー番号 159803）を検索の上、お申し込みをお願

いいたします。 

・ オンデマンド視聴については、学術研修会当日案内いたします。 

・ オンデマンド視聴を申し込みされたメールアドレス宛に送信いたします。 

・ 2022 年度より新生涯学習システムに更新されました。本学会参加で付与されるポイントは、「認定・専門

理学療法士（更新点数）」もしくは「登録理学療法士（更新ポイント）」のみです。「認定・専門理学療法

士」もしくは「「登録理学療法士」のいずれかの更新点数・ポイントです。重複しての点数・ポイント付

与はできません。申し込み時に選択いただき、その後の変更はできませんのでご注意ください。 

 

3. 現地参加について 

＜会場内案内図（鹿児島大学桜ケ丘キャンパス）＞ 

桜ケ丘共通教育棟  インテリジェント講義室（6階）・大教室（5階） 

 



 

【駐車場】 

※ 駐車場に限りがございます。可能な範囲で乗り合わせてお越しください。 

※ 駐車券については、機械をとおして無料券としますので、駐車券は会場までご持参ください。 

 

 



【参加受付】 

① 会員の方（事前参加登録済の方） 

 …会場受付（6 階インテリジェント教室前）にて日本理学療法士協会メンバーアプリを使用したQR コード受付

登録を行います（日本理学療法士協会メンバーアプリは、事前にダウンロードをお願いいたします）。 

 

5. ポイント付与について  

・登録・認定・専門理学療法士の方 

  登録理学療法士 更新    カリキュラムコード 15-176 運動学習 4.5 ポイント 

後日、オンデマンド視聴（カリキュラムコード 15-174 運動制御） 

4.5 ポイント （合計 9 ポイント） 

     

  認定／専門理学療法士 更新 4.5 点 

後日、オンデマンド視聴 4.5 点 （合計 9 点） 

 

・ 講師・司会へのお知らせ 

(1) 講師先生方へ 

・ 当日は 8 時 50 分までに受付を済ませてください。 

・ 当日は研修会資料が保存されたUSB 等をご持参ください。また、当日は学術部のパソコンをご使用となり

ますので、研修会資料は事前にアウトルックで送信（提出）お願いいたします。 

 

（2） 司会の方へ 

・ 各研修会の進行は司会にお任せいたします。活発な討論ができるようにご配慮ください。 

・ 質疑は質疑者の所属・氏名を述べたあと、質問するようお伝えください。 

 

6. 注意事項 

・ 昼食に関しては、各自ご準備ください。 

・ 昼食会場は指定された場所で飲食ください。 

・ ゴミの持ち帰りをお願いいたします。 

・ 会場内では携帯はマナーモードに設定し、通話等はお控えください。 

 

 

前日・当日までの問い合わせ先 

 第 1 回鹿児島県理学療法士学術研修会 

担当者：kpta.gakujyutsu@gmail.com 

（学術部携帯）090-5663-8043 
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《当日プログラム》 
令和 8 年 9 月 6日(日) ／鹿児島大学桜ケ丘キャンパス 

主催：公益社団法人 鹿児島県理学療法士協会 専門領域研修部 | 大会長：平名 章二 

 
       

時間 

所要 

時間 

プログラム・

セッション 
会場 領域 講師 司会 

08:20 – 

08:50 
30分 受付 

受付 

6階 インテリジェント

講義室前 

- - - 

08:50 – 

09:00 
10分 開会式 

会場A (6階 インテリジ

ェント講義室) 
- - - 

09:05 – 

10:35 
90分 

SESSION 

1 

会場A (6階 インテリジ

ェント講義室) 
01 神経系領域 

富岡 一俊 先生 

(垂水市立医療センタ

ー垂水中央病院) 

上橋 秀崇 先生 

(豊島病院) 

会場B (5階 大教室) 02 呼吸器領域 
杉木 優一郎 先生 

(かごしま高岡病院) 

坂元 将也 先生 

(鹿児島生協病院) 

10:40 – 

12:10 
90分 

SESSION 

2 

会場A (6階 インテリジ

ェント講義室) 
03 小児領域 

小山 尚宏 先生 

(菊野病院) 

竹田 孝幸 先生 

(フクダ医院) 

会場B (5階 大教室) 
04 生活環境支

援領域 

村場 弘卓 先生 

(通所介護事業所朋愛

園) 

戸田 博之 先生 

(平和会クリニック) 

12:10 – 

13:00 
50分 昼食休憩 - - - - 

13:00 – 

14:30 
90分 

SESSION 

3 

会場A (6階 インテリジ

ェント講義室) 
05 循環器領域 

中尾 周平 先生 

(鹿児島大学病院) 

菅原 直美 先生 

(天陽会中央病院) 

会場B (5階 大教室) 06 運動器領域 
白尾 泰宏 先生 

(今村総合病院) 

牛ノ濱 政喜 先生 

(南洲整形外科病院) 

14:30 – 

14:40 
10分 

閉会式・

アンケート 

会場A (6階 インテリジ

ェント講義室) 
- - - 

 

 

 

 

 

 

 

 



【講師紹介・研修抄録】 

 

研修タイトル：神経系理学療法分野における支援工学 update  

 

講師氏名：  富岡一俊 先生（補装具認定理学療法士） 

講師所属： 垂水市立医療センター垂水中央病院・リハビリテーション室  

 

■ 講師略歴 

 

 2007 年：  学校法人原田学園 鹿児島医療技術専門学校 理学療法学科 卒業 

 2007 年：  垂水市立医療センター垂水中央病院 入職 

 2018 年：  鹿児島大学大学院 保健学研究科保健学専攻 博士前期課程 修了（保健学修士） 

 2021 年：  鹿児島大学大学院  保健学研究科保健学専攻 博士後期課程 単位取得後退学 

 

専門領域：  支援工学理学療法、地域理学療法  

主な著書・論文： 『 障害別 運動療法学の基礎と臨床実践 』（ 金原出版 ）、ほか多数 

 

■ 研修内容 

超高齢社会の到来とともに、神経系疾患を抱える患者の皆さんの生活を支える営みは、これまでとは異なる新たな局面を迎え

つつある。補装具を含む支援工学理学療法は、これまでのように失われた機能を単に補う代替装置ではなく、身体機能と中枢神

経系、そして支援工学が協働しながら、活動と参加の可能性を能動的に広げるインターフェースとして再定義されようとしてい

る。 

過去10年の神経系理学療法の歩みを振り返れば、装具療法は神経可塑性の促進という観点から、VRや神経刺激、二重課題訓

練といった先端的アプローチとの融合を深めてきた。先脳卒中治療ガイドライン 2025 が示す早期離床のエビデンスも、補装具

との連携によってはじめてその真価が発揮されるものある。さらに、AIの進歩は日々の臨床疑問への応答を劇的に変え、個別最

適化されたリハビリテーションの実現を後押ししている。 

本講義では、こうした変遷と展望を俯瞰しながら、神経系理学療法に携わる療法士の皆さんが補装具や支援工学を「臨床の強

力な技術」として活用し、超高齢社会における人々の暮らしを切り拓く専門職としての可能性を、ともに考える場としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修タイトル：間質性肺疾患（ILD）への対応力を身につける 〜臨床の基礎とこれからの臨床推論〜 

 

講師氏名： 杉木 優一郎 （呼吸認定理学療法士） 

講師所属： かごしま高岡病院・リハビリテーション科   

 

■ 講師略歴 

2003年3月 南学園鹿児島医療福祉専門学校卒業 

2003年4月 鹿児島大学医学部保健学科理学療法学専攻編入 

2007年3月 鹿児島大学大学院保健学研究科博士前期課程卒業 

2007年4月 医療法人牧瀬内科クリニック リハビリテーション科入職 

2014年4月 聖心会かごしま高岡病院 リハビリテーション科入職 

2015年1月 聖心会かごしま高岡病院 リハビリテーション科 副主任 

2025年4月 聖心会かごしま高岡病院 リハビリテーション科 主任 

2026年6月 聖心会かごしま高岡病院 リハビリテーション科 科長 

 

2010年1月 3学会合同呼吸療法認定士取得 

2025年4月 認定理学療法士（呼吸）取得 

 

所属学会 

2016年   日本呼吸ケアリハビリテーション学会 会員 

2016年   日本心臓リハビリテーション学会 会員 

2024年   日本呼吸ケアリハビリテーション学会 代議員就任 

 

■ 研修内容 

間質性肺疾患（ILD）は呼吸器疾患の中でも近年増加傾向にあり、男性の死因の第10位に位置付けられるなど、社会的にも重要

な疾患となっています。本疾患の特徴として、慢性的に安定した状態が続く一方で、何らかの契機で急激な呼吸状態の悪化（急

性増悪）を来し、場合によっては致命的となる重篤性が挙げられます。 

また、進行に伴い軽度の労作でも極度の低酸素血症（Exertional Desaturation）に陥り、酸素投与下であっても回復に時間

を要するなど、患者のADLを著しく制限します。現在、呼吸器疾患の治療において呼吸リハビリテーションは不可欠な要素とし

て位置付けられており、我々理学療法士には極めて高度な病態理解とリスク管理が求められています。しかしながら、実際には

継続的な介入が行えているケースは一部にとどまり、多くが入院時の対応に限られているのが現状です。本来の呼吸リハビリテ

ーションは、理学療法士単独ではなく、多職種が連携し、それぞれの役割をオーバーラップさせながら患者をサポートする体制

が求められます。そのためには、理学療法士にも画像所見や薬物療法に関する正しい知識が不可欠です。 

近年、新たな治療薬が認可を受け、これまでの「進行を予防（抑制）する」薬物療法から、より積極的な治療としての領域へ

と拡大しつつあります。これは、「薬物で肺を改善し、リハビリで身体機能を取り戻す」という、我々理学療法士の本来の役割

がより強く求められる時代を意味していると考えています。本研修会では、ビギナーからエキスパートまで幅広い層を対象とし

ます。呼吸器疾患に苦手意識を持つ方から、さらに専門性を高め、医師や多職種とディスカッションする力を身につけたい方ま

で、明日からの実臨床に直結する内容をお届けします。 

 



研修タイトル： 子どもの「困りごと」を読み解く 

 －発達特性と姿勢・運動機能の関連など多面的に捉える－  

 

講師氏名： 小山尚宏 先生（発達障害・運動器認定理学療法士） 

講師所属：  医療法人 菊野会 菊野病院  

 

■ 講師略歴 

2009年： 専門学校 九州リハビリテーション大学校 理学療法学科 卒業 

同年4月～： 医療法人 菊野会 菊野病院 入職 

2023年9月～：（菊野会）児童発達支援・放課後等デイサービス あおぞら 異動 

2025年4月～：（菊野会）菊野病院 異動 

 

【資格】 

2015年 運動器認定理学療法士 取得 

2020年 発達障害認定理学療法士 取得 

2024年 児童発達支援管理責任者 取得 

2025年 認定スクールトレーナー 取得 

 

【協会活動】 

2021年～ 鹿児島県理学療法士協会 小児・学校保健事業部 部長 

 

■ 研修内容 

【研修会概要】 

近年、児童発達支援事業所や放課後等デイサービスは全国的に増加しており、特別支援教育を受ける児童も年々増加し

ている。鹿児島県においても同様の傾向がみられ、支援を必要とする子どもたちに関わる機会はますます増えている。ま

た、学校現場では「姿勢が崩れやすい」「じっと座っていられない」「運動が苦手」「ケガが多い」といった困りごとが

多く聞かれており、子どもを取り巻く課題は多様化している。 

これらの背景には、運動機会の減少や運動習慣の二極化といった社会的要因に加え、注意欠如・多動症（ADHD）、

自閉スペクトラム症（ASD）、発達性協調運動障害（DCD）などの発達特性が関与している場合も少なくない。そのた

め、子どもの行動や運動面の問題を単に筋力や運動能力の低下として捉えるのではなく、その背景にある特性や環境要因

を含めて理解することが重要である。本研修会では、支援を必要とする子どもたちを取り巻く現状について整理するとと

もに、発達特性の理解と支援の基本的な考え方について解説する。構造化、応用行動分析、感覚統合理論などの視点にも

触れながら、理学療法士としてどのように子どもの行動や運動を捉えるべきかを考える。 

さらに、「姿勢」をテーマとして、姿勢の崩れや落ち着きのなさ、不器用さやケガの多さといった困りごとを多面的に

考察する。姿勢は筋力や支持性のみで規定されるものではなく、発達特性、感覚処理、生活習慣、睡眠、栄養、環境要因

など様々な影響を受ける。本研修では、それらを踏まえた支援の視点について紹介する。また、当院における小児支援の

取り組みや、令和6年度より養成が開始された認定スクールトレーナーに関する内容を参加者と共有することで、今後

地域において理学療法士が果たすことのできる役割についても考える機会としたい。 



研修タイトル：ノーリフトケア®マネジメントで腰痛予防対策から始めるケア環境改善 

 

講師氏名： 村場弘卓 先生（理学療法士） 

講師所属： 社会福祉法人 朋愛会 朋愛園 特別養護老人ホーム・通所介護事業所  

 

■ 講師略歴 

2006年： 神村学園 医療福祉専門学校 理学療法学科 卒業 

2013年：社会福祉法人 朋愛会 入職 

日本ノーリフト協会 ノーリフトケアコーディネーター 鹿児島支部長 

鹿児島産業保健総合支援センター 産業保健相談員 

 

はじめに 

介護・福祉現場では、ケアスタッフの約8割が腰痛を経験しているとされる。また、少子高齢化に伴う人材不足は深刻

化しており、職員が安全かつ継続して働ける環境整備が重要な課題となっている。当法人では、「まず重さを取り除くこと」

をケアの前提条件とし、職員の安全確保を基盤として、ケアの質向上とリハビリテーションの実現に取り組んできた。本

研修では、当法人が13年間継続してきた腰痛予防対策と、その成果について紹介する。 

 

本論 

 当法人では、厚生労働省「職場における腰痛予防対策指針」および、1998年にオーストラリア看護連盟ビクトリア支部

が提唱した「No Lifting Policy」の考え方を実践している。これは、人を押す・引く・持ち上げる・ねじる・運ぶといっ

た動作を、過度な身体負担を伴う状態で人力のみで行わないという方針である。 

この考え方を基盤に、福祉用具の積極的活用、作業環境の改善、多職種によるアセスメントを継続してきた結果、職員の

腰痛有訴率は大幅に軽減し、人材確保や定着にも好影響がみられている。さらに、職員が利用者の能力に着目しながら支

援できる環境づくりにもつながっている。 

 

理学療法士としての臨床応用 

 理学療法士は、身体機能評価や基本動作評価、移動・移乗場面における福祉用具活用支援を得意としている。専門知識

をわかりやすく共有し、専門職・介護職の垣根を越えて「なぜそうするのか（Why）」「どうすればできるのか（How）」を考

える教育マネジメントを実践することで、多職種協働による適切なケア環境の構築が可能となる。こうした支援は、利用

者と職員双方の身体機能を守りながら、より質の高いケアの実現につながると考える。 

 

結語 

 国内外の先駆的な実践に学び、「オーストラリアでできたのだから日本でもできる」という楽観的な思いから取り組みを

開始した。13年間の実践を通じて、安全なケア環境づくりが職員の健康、人材定着、ケアの質向上につながることを実感

している。本研修が、各施設における腰痛予防とノーリフトケア推進の一助となれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 



研修タイトル：フレイルを伴う高齢心疾患患者に対する心臓リハビリテーション 

～理学療法士に求められる役割～ 

講師氏名： 中尾 周平 先生（循環・呼吸認定理学療法士） 

講師所属： 鹿児島大学病院・リハビリテーション部 

 

■ 講師略歴 

【学歴・職歴】 

・1999年：宮崎リハビリテーション学院 理学療法学科 卒業 

・2016年：鹿児島大学医学部 保健学科 理学療法学専攻 修士課程修了 

・2000年：ザ王病院 入職 

・2002年：はやと整形外科 入職 

・2007年：鹿児島大学病院 入職 現在に至る 

【資格】  

認定理学療法士（循環・呼吸）、3合同学会呼吸療法認定士、心臓リハビリテーション指導士、心不全療養指導士 

【活 動】 

・日本理学療法学会連合 学術誌「理学療法学」 査読委員 

・日本循環器理学療法学会 学術誌 査読委員 

・鹿児島第一医療リハビリ専門学校 非常勤講師 

・鹿児島県Reハート研究会 代表世話人 

・鹿児島県理学療法士協会 専門領域研修部 部長 

・日本心臓リハビリテーション学会九州支部 代議員 

・日本肺高血圧・肺循環学会 PH48メンバー 

【学術集会】 

・2027年1月22-23日 日本循環器理学療法学会学術大会 in 宮崎 副大会長/運営部長 

・2027年10月9-10日 日本基礎理学療法学会学術大会 in 鹿児島 企画部長 

【所属学会】 

・日本理学療法士協会、鹿児島県理学療法士協会 

・日本循環器理学療法学会、日本呼吸理学療法学会 

・日本心臓リハビリテーション学会 

・日本循環器学会 

・日本肺高血圧・肺循環学会 

【主な著書・論文】 

・中尾周平，榊間春利，他：当院での肺高血圧症患者に対するリハビリテーションの現状と今後の展望～症例検討を中心に～．

日本心臓リハビリテーション学会誌 21: 174-179, 2016 

・中尾周平，榊間春利，他：重症肺動脈性肺高血圧症患者に対する理学療法の有効性の検討．理学療法ジャーナル 50: 532-535, 

2016 

・中尾周平，榊間春利，他：肺静脈閉塞症患者に対する理学療法介入が運動耐容能やADLに及ぼす影響．総合リハビリテーショ

ン 44: 625-628, 2016中尾周平，窪薗琢郎，他: 当院における高齢TAVI実施患者の特性ならびに性差についての検討. 理学

療法かごしま3: 8-15, 2024 

 

 

 



■ 研修内容 

高齢社会を迎えたわが国では、高齢心疾患患者が増加の一途をたどり、循環器診療においてフレイルやサルコペニアへの対応

が重要な課題となっている。高齢心疾患患者では、心機能障害のみならず、身体活動量の低下、骨格筋機能低下、低栄養、多疾

患併存などが相互に影響し合い、身体機能や活動性の低下を引き起こす。その結果、再入院や要介護状態への移行、さらには生

命予後にも影響を及ぼすことが知られている。 

近年、重症大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁留置術（TAVI）の普及により、高齢患者に対する低侵襲治療が可

能となった。一方で、弁膜症による長期間の身体機能や活動性の低下は術後も残存することが多く、循環動態の改善のみでは十

分な機能回復が得られない症例も少なくない。また、肺高血圧症患者においても、呼吸困難や右心負荷による活動制限に加え、

活動性低下に伴うデコンディショニングが病態進行に関与する可能性がある。近年では肺高血圧症患者の高齢化も進んでおり、

身体機能の維持・改善に対する取り組みの重要性が高まっている。 

このような患者群において理学療法士には、疾患管理のみならず、フレイル評価、運動耐容能評価、身体活動性の把握を通じ

て、個々の病態に応じた運動療法を提供することが求められる。本講演では、高齢心疾患（心不全、TAVI 後、肺高血圧症など）

について概説するとともに、それぞれの疾患特性を踏まえた理学療法のポイントについて紹介する。さらに、再入院予防や QOL

向上に向けて理学療法士が果たすべき役割について、最新の知見を交えながら考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修タイトル：臨床推論の深化を目指して 

—SINSS modelを用いた病態把握と評価・治療戦略の構築— 

 

講師氏名： 白尾泰宏 （運動器・スポーツ専門理学療法士） 

講師所属：今村総合病院 スポーツ整形外科リハセンター  

 

■ 講師略歴 

【略歴】 

1990：長崎リハビリテーション学院卒業 

1990：整形外科白坂病院  

1996：じんごあん整形外科内科クリニック 

2010：（公財）慈愛会 今村総合病院 スポーツ整形外科リハセンター  

【職歴】 

2004.3～2006.3第一リハビリテーション専門学校非常勤講師（スリングセラピー特別講義） 

2005.11～2006.10鹿児島医療技術専門学校非常勤講師（徒手療法学） 

2006.2～鹿児島医療福祉専門学校非常勤講師（徒手療法学） 

2009.4～鹿児島医療技術専門学校非常勤講師（運動器学） 

2010.3～専門理学療法士取得（運動器・スポーツ） 

2013.11～Integrate Physio代表 

2013.5～2023.3日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（JOSKAS）準会員 

2014.2～2017.12鹿児島ユナイテッドFCトップチームトレーナー 

2015.4～2017.12鹿児島ユナイテッドFCチーフトレーナー 

2015.4～2017.4日本理学療法士協会 JFOMPT協力員 

2021.10～2024.6日本筋骨格系徒手理学療法研究会 評議員 

2023.4～日本スポーツ整形外科学会（JSOA）準会員 

2023.4～2026.4日本膝関節学会（JKS）準会員 

2024.12～日本筋骨格系徒手理学療法学術誌委員会 委員 

【海外研修】 

2005.7 University of Western Australia manual therapy & sports physiotherapy course    

【著書・論文】 

2008.8出版 理学療法士のための整形外科的治療法 第2版（翻訳） 

2012.11出版 理学療法士のための整形外科的治療法 第3版（翻訳） 

2013.5 皮膚の瘢痕および硬化に対する徒手的アプローチ 理学療法30.4 

2013.12 マリガンテクニック 臨床スポーツ医学30.12 

2023.9 運動器理学療法におけるクリニカルリーズニング 理学療法ジャーナル 57 .9 

2026.10 腰椎分離症の要因分析 臨床雑誌 別冊整形外科 掲載予定 

 

 

 

 

 

 



■ 研修内容（要旨） 

【はじめに】 

臨床における意思決定は、収集した情報をいかに統合し、解釈するかに依存する。しかし、多くのセラピストが「膨大な情報

から何を優先すべきか」という課題に直面する。本講習では、臨床推論のプロセスを整理し、特に症状の解釈に有用な SINSS 

modelを中心に解説する。 

【SINSS modelの概要】 

SINSSは、症状の重症度（Severity）、刺激反応性（Irritability）、症状の性質（Nature）、症状の安定性（Stability）、病期（Stage）

の5要素から成る。これらを体系的に評価することで、介入の強度や禁忌の判断、さらには予後予測の精度を高めることが可能

となる。 

【講習内容】 

臨床推論の基本プロセス（仮説生成と検証）に SINSS model を組込み、各項目の具体的な臨床推論の展開を、症例を供覧し

ながら解説する。また、臨床場面で症例と対峙している最中の in action、その後のabout actionについても言及する。 

【おわりに】 

臨床推論におけるSINSS modelを明確化することで主観的評価から得られる情報の価値を最大化し、評価・治療において「攻

めるべきか」、「守るべきか」の判断を適切に行い、より安全かつ効果的な治療戦略の立案が可能となる。また、対象者とのコミ

ュニケーションや予後共有のツールとしても機能する。本講習が、臨床推論能力の向上に寄与することを期待する。 

 

 

 


